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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社では、2020 年５月期第３四半期連結会計期間において、下記のとおり特別損失を計上することとな

りましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当該事象の内容 

(連結) 

固定資産除却売却損 0.5百万円 

減損損失（単体減損損失、子会社のれん等） 138百万円 

その他特別損失 0.6百万円 

計   139 百万円 

 

(個別) 

減損損失 41 百万円 

その他特別損失（子会社株式評価損） 150百万円 

計   192 百万円 

 

 

 

２．当該事象の業績に与える影響 

  本件は、本日発表の 2020 年５月期第３四半期決算に含めて開示しております。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．当該事象の背景 

（連結） 

当社は、現在の事業環境と直近の動向をふまえて将来の見通しについて精査した結果、買収時に発生

したのれん等の減損損失を計上いたしました。 

日本語学校を運営する連結子会社株式会社アイ・シー・シーにおきまして、将来のキャッシュフロー

ベースで当初の計画を下回ることとなったため、未償却残高のうち将来見込まれないのれん残高を減損

損失として計上いたします。 

 

（個別） 

 日本会計基準に基づき、減損損失および関係会社株式評価損を特別損失として計上いたします。関係会

社株式評価損については、上記説明の通りです。 

 

 

４．今後の見通し 
新型コロナウイルス感染症拡大により、保育・介護事業への影響は軽微であるものの学習塾事業、

語学関連事業においては一時的な休講等により業績に影響が出ることが見込まれます。しかしながら、

感染症拡大の状況は日々変化しており、現段階では影響を合理的に見積もることができないため、

2020 年 1 月７日公表の 2020 年 5 月期通期連結業績予想は据え置いております。他の要因を含め業

績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

 

以上 


